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フードドライブとは、家庭で余っている食品を無駄に 

せず、支援を必要とする家庭に配布または福祉団体へ寄 

附したりする活動です。北播磨県民局では、「兵庫県庁 

SDGｓWEEK」に併せて、管内の市町と協力して、令 

和４年 9～10 月の数日間、各地で「フードドライブ in 

北播磨」を開催しました。家庭で余っている食品を募り、

合計で約 2.3 トンの寄附物品が集まりました。 

  

  
  

 

 
 
 
  

                      
 
 
 
 

 

 

兵庫県北播磨県民局では、令和４年 10 月 26 日～27

日の 2 日間、実施しました。時期的に稲刈りが終わった頃ということもあり、新米や古

米が多く寄せられました。また、県立社高等学校の生徒達も「困っている人達の助けに

少しでもなりたい」という思いからお菓子などを寄附してくれました。 

フードドライブの発祥はアメリカと言われ、生活困窮者を支援するチャリティとして

スタートしましたが、近年では食品ロス（本来食べられるにも関わらず捨てられている

食品）を減らす意味でも注目されています。農林水産省の発表によると、日本全体の

2020 年度の食品ロスの量は、522 万㌧で、そのうちの約半分にあたる 247 万㌧は

家庭から排出されています。フードドライブの広がりによって、個人が気軽に食品を寄

附できる仕組みが整ってきました。こうした取組は限られた資源を有効活用できる上に、

寄附をきっかけに支援を必要とする家庭と福祉団体がつながり、社会的な接点を維持で

きることにも大きな意義があります。 

   集まった物品の重量は、北播磨県民局で 507 キロ、西脇市 433 キロ、加西市 986

キロ、多可町 407 キロ、加東市は食品 299 点でした。物品は、NPO 法人フードバン

クはりまや各市町の社会福祉協議会などを通じて配られました。 

   ご協力ありがとうございました。 

 

～「もったいない」を「ありがとう」に～ 

県、市町の取り組み 



     
  

- 
  
 
（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループ毎に出発   井戸水をくみ上げよう 二十日大根を収穫しよう 自衛隊員をさがせ  ザリガニを捕ろう 

バルーンアートを作ろう   合間にクイズも    カモとふれ合おう  ほふく前進に挑戦   本部長の激励 

 
 

小学校 4 年生の女子は「自然に触れてとても楽しかった。井

戸水のくみ上げは初めての体験でとてもおもしろかった」。また、

保護者は「ここ最近は、コロナで子ども達が思い切り走り回る

ようなイベントがなかったので良い機会と思って」と参加申込

みの理由を話していました。 

学年や性別が異なる子ども達の元気いっぱいの歓声が、自然豊かな公園に久しぶりに響き

渡った一日。子ども達にとっては遊びや普段できない体験を通して、自然の営みやチームワ

ークの重要性を学び、豊かな人間性を育む絶好の機会となりました。 

令和４年 10 月２日（日）、秋晴れのもと、自然豊かな県立やしろの森公園において、 

第 2 回「遊ぼう！ぼうけんの森」が開催されました。 

 このイベントは北播磨地域の小学生が、兵庫教育大学のボランテイア学生やこころ豊か

な人づくり 500 人委員北播磨 OB 会の方達と共に、県立やしろの森公園でぼうけんをし

ながら、いろいろなミッションに挑戦していくというウォークラリーです。 

 今回は「わんぱく！！ふれあい隊 自然旅に行くの巻」というテーマで、１グループを

学年や地域、性別が異なる 1 年から 6 年生までの 5，6 人で編成、みんなで力を合わせ

てポイントをクリアしていきます。 

 楽しみにしている子ども達のために、昨年度より参加者数の上限を倍にした結果、当日

は 9６名の参加がありました。 

環境学習の取り組み 

いざ、ウォークラリーに出発！！ 
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主催：北播磨青少年本部 
やしろの森公園協会 


